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畑土壌（中央値 : 6.0mg/100g）に比べて約 2倍であっ
たが，地力増進基本指針に基づく可給態窒素の改善目標
値（水田 : 8∼20mg/100g）の範囲内であった。水田土





















































酸 19kg/10a，カリ 11kg/10a であったが，その他に年






































































緩効性肥料（被覆尿素 140タイプ 50%＋CDU 30%＋化
成肥料 20%，N : P2O5 : K2O＝18 : 13 : 11）を用い，慣
行施肥量の 10∼20%減肥栽培を 10ha規模の実証圃で























生ごみ堆肥「彩の国食品系エコペレット」（N : P2O5 :






































わち，基肥窒素を 8kg/10a として，茎立∼出穂期に 4
kg/10aの窒素を追肥する。リン酸とカリについては，
基肥窒素と同様にすることで収量・品質が維持されたこ
とから，12kg/10aとした。次に，省力化を図る目的で
肥効調節型肥料の利用について検討し，全量基肥型の
「さとのそら」専用肥料が米・麦二毛作地帯を中心に利
用されている。
4． まとめ
埼玉県内 183ヶ所の土壌診断調査から，県北部の露地
野菜地帯では有効態リン酸や交換性カリ等の土壌養分が
適正値を超過しており，過剰養分による拮抗作用や生理
障害を確認した。一方，米・麦二毛作地帯では腐植含量
が少なく，作付け体型上，有機物を施用できる時期がほ
とんどないことに起因することを明らかにした。
そこで，本研究では ;
（1）生産現場における土壌診断と肥培管理の重要性に着
目し，土壌養分を適正な範囲に維持する施肥基準・施
肥技術そして新規肥料の開発を行った。
（2）その中で，本県のブロッコリー主産地で発生した花
蕾黒変症の原因がカリ過剰であることを明らかにする
と共に，施肥改善のための対策技術を確立した。その
対策技術を導入後 7年経過した現在でも，その効果は
継続している。
（3）米・麦二毛作地帯を対象にした「彩の国食品系エコ
ペレット肥料」の研究・開発では，新規肥料を開発し
た。本肥料は肥料取締法上，特殊肥料（特肥第 807
号）に区分され，県内の食品工場等から排出される野
菜屑などに米ぬか・乾燥菌体肥料を混合して「彩の国
資源循環工場」で堆肥化後，製品化した。
（4）本肥料は，有機物の投入量が少ない米・麦二毛作地
帯を中心に，水稲の基肥用として流通している。
（5）従来の小麦品種「農林 61号」から「さとのそら」
への変換を進める一環として全量基肥型の小麦「さと
のそら」専用肥料を新規開発した。この肥料は同地域
において，年間数百トン規模で利用されていて，生産
現場における省力・安定栽培に貢献した。
本研究で明らかにした新知見や新技術が，埼玉県農業
をはじめ土壌養分が蓄積する生産現場の施肥改善技術と
して役立つことを期待したい。
審査報告概要
首都圏へ供給する農産物生産地として重要な埼玉県に
おいて，施設を除く 183ヶ所の農地で土壌診断調査を
行った。その結果，露地野菜畑では有効態リン酸や交換
性カリの過剰，その一方米麦二毛作地帯の水田では，腐
植含有量の欠乏が認められた。
埼玉県北部や全国のブロッコリー産地で多発するブ
ロッコリー花蕾黒変症の発症要因を解明するための
2,000ヶ所以上におよぶ土壌診断調査や再現試験を実施
した。その結果，ブロッコリーへのカリの贅沢吸収に伴
う石灰欠乏に起因することを明らかにした。また，その
対策として施肥量の 30%削減，堆肥施用量の上限を 3
t/10aとする新施肥基準を設定した。さらには，被覆燐
硝安肥料を主原料とする L字型肥料を用いた育苗セル
内全量基肥法を確立した。それらの対策を講じた 2008
年以降，埼玉県内では花蕾黒変症が発生していない。
腐植が欠乏する米麦二毛作地帯の水田に対しては，生
ごみと菌体肥料を原料とする新規生ごみ堆肥（特殊肥
料）を開発して，その普及に努めた。その肥料を水稲の
基肥として 200∼250kg/10a施用した結果，既存肥料と
同等の生育・収量および玄米蛋白等の外観品質が得られ
た。
その他，本研究で得られた成果は，埼玉県だけでなく
全国の農耕地における土壌養分の適正化とそれに伴う農
業生産性の向上，肥料資源の節約，さらには環境保全に
も貢献できる。
よって，審査員一同は博士（農芸化学）の学位を授与
する価値があるものと判断した。
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